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者
が
抱
え
る
問
題
な
ど
の
早
期
発

見
・
対
応
が
で
き
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

○
協
力
団
体　

区
長
連
合
会
、
民

生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
な
ど

全
29
団
体

○
公
的
機
関　

警
察
、
公
的
医
療

機
関
な
ど　

全
12
団
体

○
事
業
所　

郵
便
局
、
配
食
事
業

者
、
新
聞
販
売
店
、
飲
料
販

売
店
、
食
材
等
宅
配
事
業
所
、

水
道
検
針
事
業
所
、
金
融
機

関
、
介
護
保
険
事
業
所
な
ど
全

2
2
2
事
業
所

▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
が
訪
問
す
る
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
状
況
か
確
認
し
ま
す
。

▽
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
高
齢
者
や

家
族
を
支
援
し
ま
す
。

▽
連
絡
い
た
だ
い
た
方
の
こ
と
を
、

本
人
や
そ
の
他
の
人
に
話
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
問
合
せ
》
高
年
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

2
4
0
9

―
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
米
を

　
使
用
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

当
社
は
、
地
元
で
調
達
で
き
る

も
の
は
、
で
き
る
だ
け
地
元
で
調

達
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

取
引
先
か
ら
の
要
望
の
中
に
、

〝
商
品
に
う
る
ち
米
を
混
ぜ
込
ん

で
ほ
し
い
〞
と
い
う
も
の
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
う
る
ち
米
に
コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
農
法
の
米
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
豊
岡
の
農
業
や
環
境
に

貢
献
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
他
商

品
と
の
差
別
化
を
図
れ
る
と
考
え

ま
し
た
。

―
会
社
の
概
要
は
？

　

当
社
は
、
昭
和
21
年
に
あ
ら
れ

屋
と
し
て
創
業
し
、
昭
和
47
年
に

株
式
会
社
化
し
ま
し
た
。

　

創
業
当
時
は
戦
後
間
も
な
い
こ

ろ
で
、
物
々
交
換
の
手
段
と
し
て

あ
ら
れ
を
取
引
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
当
時
の
あ
ら

れ
を
作
る
機
械
は
性
能
が
悪
く
、

ロ
ス（
割
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
）が

多
く
出
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ロ
ス
の
少
な
い
餅
の

製
造
を
始
め
、
お
こ
わ
、
煎
餅
と

商
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
広
げ
て

現
在
に
至
り
ま
す
。

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
環
境

と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事
業
に

取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課
環
境
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

株
式
会
社
角
谷
製
菓（
気
比
）

―
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
米
を
使
用
し
た
煎
餅
等
の
製
造
―

企業紹介

―
商
品
の
特
長
と
価
格
は
？

　

お
こ
わ
は
、
素
材
と
手
作
り
に

こ
だ
わ
っ
て
製
造
し
て
お
り
、
ふ

ん
わ
り
・
も
っ
ち
り
し
た
味
わ
い

が
特
長
で
す
。
煎
餅
は
、
生
地
の

半
分
以
上
に
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
身
を

練
り
こ
み
、
熟
成
期
間
を
経
て
丁

寧
に
焼
き
上
げ
て
お
り
、
濃
厚
な

味
わ
い
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

価
格
は
、
お
こ
わ
が
1
個
2
5
0

円
か
ら
、
煎
餅
は
8
枚
6
3
0
円
か

ら
で
す
。

―
売
れ
行
き
は
？

　

取
引
先
は
京
都
の
老
舗
料
亭
な

ど
が
多
く
、
安
定
し
て
売
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
航
空
会
社
な
ど
の

会
員
制
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
し
て
お

り
、
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
は
、
城
崎
の
直
営
店
の

ほ
か
、
老
舗
旅
館
な
ど
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

―
今
後
の
展
開
は
？

　

当
社
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
サ
イ
ト
も
運
営
し
て
お
り
、
一

般
の
方
へ
の
直
接
販
売
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
の
展

示
会
に
も
積
極
的
に
出
展
し
、
ア

ジ
ア
を
中
心
と
し
た
海
外
展
開
も

進
め
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

さ
い
。
☎
28

2
1
4
0

○42

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
虐
待
や
孤

立
な
ど
を
防
止
し
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め「
高
齢
者
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
と
よ
お
か
ホ

ッ
と
見
守
り
隊
）事
業
」を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
れ

ま
で
行
わ
れ
て
き
た
地
域
の
皆
さ

ん
に
よ
る
見
守
り
活
動
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
、
各
種
団
体
や
生
活

関
連
事
業
者
な
ど
の
協
力
も
得
て
、

地
域
全
体
で
見
守
り
、
支
え
合
う

仕
組
み
で
す
。

　
「
新
聞
や
郵
便
が
た
ま
っ
て
い

る
」「
電
灯
が
つ
け
っ
放
し
に
な
っ

て
い
る
」な
ど
、
高
齢
者
の「
ち
ょ

っ
と
気
掛
か
り
」な
こ
と
に
気
付

い
た
と
き
に
、
区
の
役
員
や
民
生

委
員
児
童
委
員
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
な
ど
に
情
報

伝
達
し
ま
す
。
異
変
を
察
知
す
る

『
気
付
き
の

目
』を
増
や
す

こ
と
で
、
地

域
全
体
で
見

守
り
、
支
え

合
い
、
高
齢

と
よ
お
か
ホ
ッ
と
見
守
り
隊
　
①

　
　
豊
岡
市
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
？

▲熟成二度焼き煎餅「かなめ」

▲かにおこわ

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

関
係
協
力
機
関

連
絡
を
い
た
だ
く
と
…
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す
。
ま
た
、
一
定
の
保
険
料
納
付

要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
26
年
4
月
1
日
以
後
の
死

亡
が
対
象
で
す
。

▽
こ
れ
ま
で
は

　

未
支
給
年
金（
亡

く
な
っ
た
方
が
受
け

取
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
未
払
い
の
年
金
）

を
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
遺
族

の
範
囲
は
、
亡
く
な
っ
た
方
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
た「
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
ま
た

は
兄
弟
姉
妹
」で
し
た
。

▽
平
成
26
年
4
月
か
ら
は

　

こ
れ
ま
で
の
遺
族
の
範
囲
に
加

え
て「
そ
れ
以
外
の
3
親
等
内
の

親
族（
甥
・
姪
、
お
じ
・
お
ば
・

子
の
配
偶
者
な
ど
）」ま
で
広
が
り

ま
す
。（
表
1　

新
た
に
未
支
給
年

金
を
受
け
取
れ
る
遺
族
）

※
平
成
26
年
4
月
1
日
以
後
の
死

亡
が
対
象
で
す
。

▽
手
続
き
窓
口

　

豊
岡
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役

所
市
民
課
・
各
支
所

　

平
成
26
年
4
月
１
日
に「
年
金

機
能
強
化
法
」が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
年
金
給

付
に
関
す
る
改
正

事
項
の
中
か
ら
次
の
3
項
目
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
こ
れ
ま
で
は

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
亡
く
な

っ
た
方
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た「
子
の
あ
る
妻
」ま
た
は「
子
」に

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

▽
平
成
26
年
4
月
か
ら
は

　

国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
た
妻
が

亡
く
な
っ
た
場
合

に「
子
の
あ
る
夫
」

に
も
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
対
象
と
な
る「
子
」と
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
18
歳
到
達
年
度
末

ま
で
の
子
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で

1
級
・
2
級
の
障
害
の
あ
る
子
で

▽
こ
れ
ま
で
は

　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険

者（
※
1
　
下
記
の
場
合
）が
保
険

料
を
納
付
し
な
か
っ
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
未
納
期
間
と
さ
れ
、
受

給
資
格
期
間（
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
必
要
な
期
間
）に
算
入
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
平
成
26
年
4
月
か
ら
は

　

こ
の
未
納
期
間
は
、
合
算
対
象

期
間
と
し
て
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
合
算
対

象
期
間
は
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
対

象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
5
月
10
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
5
月
7
日（
水
）、
12
日
、
19
日
、

26
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

・
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

支
所
市
民
福
祉
係

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

1 

子
の
あ
る
夫
に
も

　 

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給

　 

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

2 

未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る

　  

遺
族
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す  

3 

任
意
加
入
未
納
期
間
が

      

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

１親等 子の配偶者・配偶者の父母

２親等 孫の配偶者、兄弟姉妹の配偶者、配偶
者の兄弟姉妹、配偶者の祖父母

３親等

曽孫、曽祖父母、曽孫の配偶者、甥・姪、
おじ・おば、甥・姪の配偶者、おじ・おばの
配偶者、配偶者の曽祖父母、配偶者の甥・
姪、配偶者のおじ・おば

＜表１＞ 新たに未支給年金を受け取れる遺族

１ 　昭和61年３月以前にサラリーマンの妻等で、国民年金に任意加入
していたが、保険料未納期間がある。

２ 　昭和61年４月１日から平成３年３月31日までの間で、学生として
国民年金に任意加入していたが、保険料未納期間がある。

３ 　昭和61年４月１日以降で、海外に居住していた期間のうち、国民
年金に任意加入していたが、保険料未納期間がある。

※１　合算対象期間に算入される期間


